
 

 

デジタル田園都市国家構想交付金関係活用事業 令和４(2022)年度の進捗状況 

 

 

（１）デジタル田園都市国家構想交付金活用事業の進捗状況について 

 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）を活用している事業（飯山グッドビジネスに

よるしごと・ひと創出事業、信越自然郷における自転車活用推進事業）の最終年度（令和４(2022)年度）

に掲げた目標値を達成させるために、各年度の目標に対して、実績値により進捗状況を把握する。 

また、デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生拠点整備タイプ）を活用している事業（道の駅を核

としたアウトドアアクティビティ拠点施設整備事業）の最終年度（令和８(2026)年度）（※事業完了は令和

５(2023)年度）の目標値を達成させるために、実績値により進捗状況を把握する。 

 

 

（２）目標値に対する判定の基準について 

 資料３の第２期飯山市総合戦略の『目標値に対する判定の基準』と同様の判定基準で行う。 

 

 

（３）事業の進捗状況について 

 ① デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ） 

事業名 指 標 
R4年度 

目標値 

R3年度 

目標値 

R3年度 

実績値 
評価 

R4年度 

目標値 

R4年度 

実績値 
評 価 

飯山グッド

ビジネスに

よ る し ご

と・ひと創

出事業 

グッドビジ

ネ ス 事 業

（者）数 

15者 10者 10者 
◎ 

(100％) 
15者 15者 

◎ 
(100％) 

グッドビジ

ネス事業者

による事業

連携数 

4者 2者 2者 
◎ 

(100％) 
4者 4者 

◎ 
(100％) 

ビジネス事

業者による

新規流入事

業（者）数 

２者 1者 1者 
◎ 

(100％) 
２者 １者 

△ 
(50.0％) 

信越自然郷

における自

転車活用推

進事業 

広域旅行企

画商品延宿

泊数 

4,145人 3,545人 156人 
× 

(4.4％) 
4,145人 798人 

× 

(19.3%) 

観光消費額 462億円 449億円 248億円 
△ 

(55.2％) 
462億円 331億円 

○ 

(71.6%) 

新幹線飯山

駅乗客数 
637人 619人 361人 

△ 

(58.3％) 
637人 529人 

○ 

(83.0%) 

グッドビジネスの事業は、順調に目標を達成することができた指標もあったが新型コロナウイルスの影

響を受けて１つの指標は達成することはできなかったが事業を推進することができた。自転車活用推進事

業については、新型コロナウイルスの影響もあったが、70％程度の達成割合となった。また、令和３年と

令和４年の比較をした場合、全ての達成状況が改善されている。デジタル田園国家構想交付金（地方創生

推進タイプ）を活用して、交流人口や関係人口の創出につなげることが出来た。 

 

資料５ 
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② デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生拠点整備タイプ）

事業名 指 標
R8年度

目標値

R3年度

基準値

R4年度

目標値

R4年度

実績値
評 価

道の駅を核

としたアウ

トドアアク

ティビティ

拠点施設整

備事業

飯山市年間

観光地利用

客数

5,532百人 5,132百人 5,132百人 6,547百人
◎

（127.6%）

本事業で整

備したアク

ティビティ

拠点の年間

来場者数

21,200人 0人 0人 0人 -

本事業で整

備したアク

ティビティ

拠点を起終

点又は中継

点とする体

験メニュー

の造成数

20件 0件 0件 0件 -

アクティビティ拠点施設整備事業は、令和４年度～令和５年度の２か年で事業を実施しています。アク

ティビティ拠点が令和５年 11 月１日にオープンをしたことから、今後、年間来場者数や体験メニューの造

成数の目標値を達成することができるように事業を推進していきたい。なお、年間観光地利用者数は、新

型コロナウイルスの影響を受けたが令和３年度と比較すると伸びた結果となった。
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デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
（
地
方
創
生
推
進
タ
イ
プ
）
活
用
事
業
（
R
2～
R
4）

総
合
戦
略
の
推
進
に
資
す
る
事
業
を
対
象
と
し
、
事
業
費
の
1/
2が
交
付
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る
事
業

【
活
用
事
業
】

ハ
ー
ド
／

ソ
フ
ト

事
業
名

実
施
年
度

交
付
対
象
事
業
費

（
千
円
）

交
付
申
請
額

（
千
円
）

飯
山
ｸﾞ
ｯﾄ
ﾞﾋ
ﾞｼ
ﾞﾈ
ｽに
よ
る
し
ご
と
・
ひ
と
創
出
事
業
（
４
頁
）

R
2～
R
4

14
,6
79

7,
34
0

信
越
自
然
郷
に
お
け
る
自
転
車
活
用
推
進
事
業
（
７
頁
）

R
2～
R
4

58
,2
34

29
,1
17

72
,9
13

36
,4
57

（
事
業
費
及
び
K
P
I等
は
令
和
５
年
３
月
31
日
現
在
）

ソ
フ
ト

（
事
業
概
要
）
地
域
の
課
題
解
決
や
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、
生
き
方
を
実
現
す
る
た
め
に
“グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
”に
取
組
む
方
の
発
掘
、
支
援
、
育
成
を
行
う
た
め
、
包

括
連
携
協
定
を
提
携
し
て
い
る
⾧
野
県
立
大
学
と
連
携
し
、
研
修
会
や
事
業
構
想
、
事
業
計
画
作
成
な
ど
を
支
援
す
る
個
別
相
談
を
実
施
す
る
。

※
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
①
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
自
己
変
革
能
力
・
行
動
力
が
あ
る
こ
と
、
②
顧
客
だ
け
で
な
く
、
関
係
者
す
べ
て
を
魅
了
し
て
い
る
こ
と
、

③
ひ
と
を
活
か
す
経
営
、
自
主
性
と
起
業
精
神
に
あ
る
れ
て
い
る
こ
と
、
④
持
続
可
能
性
を
実
現
す
る
取
組
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
事
業
概
要
）
信
越
自
然
郷
エ
リ
ア
の
点
在
す
る
観
光
資
源
の
連
携
を
図
り
、
こ
の
圏
域
の
魅
力
の
向
上
と
と
も
に
、
こ
こ
に
暮
ら
す
人
と
来
訪
者
と
の
交
流
に
よ
る
関

係
人
口
の
創
出
及
び
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
生
み
出
す
た
め
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
舞
台
と
し
た
自
転
車
を
活
用
し
た
世
界
水
準
の
⾧
期
滞
在
型
観
光
を
目

指
し
て
「
信
越
9市
町
村
広
域
観
光
連
携
会
議
」
と
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
「
（
一
社
）
信
州
い
い
や
ま
観
光
局
」
が
連
携
を
し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
拠
点
運
営
体
制
の
強

化
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ア
ー
サ
ポ
ー
ト
車
両
の
配
備
、
サ
イ
ク
ル
環
境
の
整
備
等
の
事
業
を
実
施
す
る
。

ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド

合
計
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デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
（
地
方
創
生
推
進
タ
イ
プ
）
活
用
事
業
（
R
2～
R
4）
【
K
P
I】

飯
山
ｸﾞ
ｯﾄ
ﾞﾋ
ﾞｼ
ﾞﾈ
ｽに
よ
る
し
ご
と
・
ひ
と
創
出
事
業

N
o

K
P
I設
定
値

単
位

（
基
準
）

R
2

R
3

R
4

R
4

達
成
率

（
％
）

R
4

評
価

総
括

千
円

4,
99
9

4,
84
0

4,
84
0

千
円

2,
50
0

2,
42
0

2,
42
0

増
加
分

0
5

5
5

累
計

5
10

15

増
加
分

0
5

5
5

累
計

5
10

15

増
加
分

0
0

2
2

累
計

0
2

4

増
加
分

0
0

2
2

累
計

0
2

4

増
加
分

0
0

1
1

累
計

0
1

2

増
加
分

0
0

1
0

累
計

0
1

1

50
.0

△

グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
者

数
、
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
事

業
者
に
よ
る
事
業
連
携
に

つ
い
て
は
、
目
標
を
達
成

で
き
た
。

な
お
、
新
規
流
入
者
数
に

つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と

う
こ
と
も
あ
り
１
事
業
者

の
流
入
に
と
ど
ま
っ
た
。

10
0.
0

◎

10
0.
0

◎

交
付
対
象
事
業
費

交
付
申
請
額

③

グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス

事
業
者
に
よ
る
新

規
流
入
事
業

（
者
）
数

者

目
標
値

①
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス

事
業
（
者
）
数

者

目
標
値

 
実
績
値

②

グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス

事
業
者
に
よ
る
事

業
連
携
数

者

 
実
績
値

 
実
績
値

目
標
値
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デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
（
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
し
ご
と
・
ひ
と
創
出
事
業
）

飯
山
市
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
に
つ
い
て

１
．
事
業
の
背
景
・
趣
旨

「
飯
山
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
（
以
下
、
本
事
業
）
」
は
、
社
会
性
が
あ
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
、
次
世
代
や
未
来
に
も
良
い
ビ
ジ
ネ
ス
（
＝
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
）
を
体
現
し

よ
う
と
す
る
事
業
者
を
応
援
す
る
た
め
実
施
し
た
事
業
で
あ
る
。
市
は
、
公
立
大
学
法
人
長
野
県
立
大
学
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
県
立
大
学
と
協
力
し
市
の
地
域
課

題
を
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
で
解
決
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
未
来
を
切
り
拓
く
こ
と
を
目
指
し
た
事
業
で
あ
る
。

飯
山
市
の
近
年
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
北
陸
新
幹
線
の
整
備
（
平
成
27
年
開
業
）
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
き
た
が
、
県
内
で
最
も
人
口
の
少
な
い
市
と
し
て
、
現
在
ま
で

人
口
減
少
が
続
い
て
お
り
、
移
住
・
定
住
の
促
進
等
に
よ
り
急
速
な
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
都
市
施
設
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
こ
と
で
都
市
の
基
盤
と
な
る
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、
一
定
程
度
充
実
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

将
来
的
に
は
地
域
の
特
性
や
住
民
意
向
を
活
か
し
た
「
地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
く
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
。

現
状
と
し
て
“
働
く
”
と
“
生
き
る
”
を
分
け
て
考
え
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
中
で
「
自
分
ら
し
い
生
き
方
が
実
現
で
き
る
こ
と
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
、
飯
山
の
自

然
と
い
う
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
人
生
の
質
を
高
め
る
こ
と
、
飯
山
の
背
景
や
文
脈
を
住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
解
釈
し
、
各
自
の
事
業
、
仕
事
、
生
業
を
通
し
て
「
生
き
る
、
を
選

べ
る
地
域
」
に
な
っ
て
い
く
こ
と
、
と
い
う
今
後
の
方
向
性
が
語
ら
れ
た
よ
う
に
、
地
域
住
民
や
事
業
者
の
暮
ら
し
や
生
き
方
に
焦
点
を
当
て
た
事
業
支
援
が
軸
と
し
て
定

ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
受
け
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
理
想
の
暮
ら
し
と
希
望
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
両
方
が
手
に
入
る
飯
山
市
を
実
現
す
る
た
め
、
本
事
業
で
は
、

地
域
の
課
題
解
決
や
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、
望
む
生
き
方
を
実
現
す
る
た
め
に
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
事
業
者
へ
の
支
援
、
育
成
を
行
い
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
（
事
業

者
間
の
連
携
、
協
働
等
）
の
構
築
を
目
的
と
す
る
事
業
と
し
て
実
施
し
た
。

２
．
飯
山
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
の
全
体
設
計
と
流
れ

上
記
の
よ
う
な
背
景
・
趣
旨
の
も
と
、
本
事
業
で
は
、
長
野
県
立
大
学

CS
I
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
助
言
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
連
携
を
も
と
に
、
令
和
2年

か
ら
令
和

4年
度
ま
で
の
3年

間
を
か
け
て
「
飯
山
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ボ
（
以
下
、

GB
L）

」
並
び
に
「
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
以
下
、

G
B
M）

」
を
実
施
し
て
き
た
。

（
１
）
令
和

2年
〜

4年
度

グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ボ
（
GB
L
）
の
概
要

市
内
事
業
者
を
対
象
に
自
身
が
望
む
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
や
事
業
構
想
づ
く
り
に
対
し
て
、
個
別
相
談
(
メ
ン
タ
リ
ン
グ

)を
行
い
、
自
社
の
強
み
や
特
徴
を
リ
フ
レ
ー
ミ
ン

グ
す
る
な
ど
専
門
的
な
助
言
及
び
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
“
ラ
ボ
”
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
令
和
2年

〜
令
和

4
年
度
に
か
け
て
は
、
G
B
L
1期

生
か
ら

3
期
生

が
参
加
し
た
。
各
回
の
GB
Lの

中
で
前
年
度
の
GB
L
参
加
事
業
者
に
対
す
る
事
業
計
画
実
施
段
階
で
の
課
題
整
理
と
そ
の
解
決
を
支
援
す
る
個
別
相
談
(フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
)も

同
時
に
行
わ
れ
、
年
度
を
重
ね
る
ご
と
に
GB

L参
加
事
業
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
も
図
ら
れ
た
。

（
２
）
令
和

2年
〜

4年
度

グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（

GB
M
）
の
概
要

市
内
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
な
経
済
圏
を
共
創
し
よ
う
と
す
る
市
外
事
業
者
も
対
象
と
し
て
、
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
理
解
を
深
め
、
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に

取
り
組
む
人
材
の
発
掘
や
取
り
組
み
の
普
及
を
目
的
に
国
内
外
の
事
例
に
つ
い
て
学
ぶ
講
演
会
と
研
修
を
企
画
・
実
施
し
た
。

そ
れ
は
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
で
も
あ
り
、
地
域
内
外
か
ら
事
業
者
同
士
が
学
び
、
共
感
を
重
ね
ら
れ
る

G
 B
 
L
協
力
者
と
出
会
う
機
会
に
も
な
っ

て
い
た
。

（
３
）
令
和

2年
〜

4年
度

グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
（

GB
I
）
発
表
会
の
概
要

本
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
毎
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む

4回
の

GB
Lと

、
期
間
中
に
開
催
さ
れ
る
1回

の
G
B
M、

ま
た
２
年
目
以
降
は

G
B
L最

終
回
に
「
飯
山

Go
od

 B
us
in
es
s 
Id
ea
発
表
会
（
以
下
、

GB
I発

表
会
）
」
が
開
催
さ
れ
る
サ
イ
ク
ル
で
概
ね
運
営
さ
れ
て
き
た
。

5



３
．
本
事
業
の
成
果

１
）
事
業
者
が
ま
ち
づ
く
り
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
へ

本
事
業
に
参
加
し
た
事
業
者
は
、
も
と
か
ら
飯
山
市
を
元
気
に
し
た
い
、
活
気
づ
け
た

い
と
考
え
る
強
い
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
G
B
L
 
/
GB
M
に
参
加

す
る
中
で
自
社
の
事
業
と
地
域
活
性
・
ま
ち
づ
く
り
の
紐
付
け
（
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
に

よ
る
意
味
付
け
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
（
農
家
で
は
な
く
“
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ル
ダ
ー
”
と
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
事
例
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
）
民
間
主

体
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

も
と
も
と
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
や
市
民
団
体
が
主
体
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と

こ
ろ
、
主
体
的
に
動
く
民
間
企
業
が
事
業
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
飯
山
市
に
と
っ
て

も
地
域
の
発
展
に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
多
層
的
な
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
。

２
）
内
側
か
ら
の
魅
力
発
信

次
項
２
の
社
会
的
意
義
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
本
事
業
で
は
、
ま
ず
参
加
事
業
者
自

身
の
事
業
を
捉
え
直
す
中
で
「
自
分
ご
と
」
と
「
地
域
ご
と
」
の
重
な
り
を
発
見
し
、

飯
山
で
生
き
る
自
分
た
ち
が
生
き
生
き
と
暮
ら
す
あ
り
方
を
魅
力
と
し
て
発
信
し
始
め

て
い
る
。
地
域
の
独
自
性
や
カ
ラ
ー
を
活
か
し
な
が
ら
関
係
人
口
を
増
や
し
た
好
事
例

を
取
材
し
続
け
て
き
た
雑
誌
や
書
籍
に
お
い
て
も
、
「
自
分
た
ち
が
楽
し
い
と
思
っ
た

こ
と
か
ら
小
さ
く
始
め
る
“
内
向
き
の
思
考
”
」
こ
そ
が
持
続
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
ユ

ニ
ー
ク
さ
を
再
定
義
す
る
上
で
も
、
外
と
比
べ
る
発
想
で
は
な
く
、
ま
ず
内
側
か
ら
自

分
た
ち
の
魅
力
を
再
認
識
し
発
信
す
る
こ
と
が
、
“
結
果
と
し
て
”
外
の
人
も
惹
き
つ

け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

３
）
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
/エ

リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
地
域
活
性
化

近
年
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
特
定
の
エ
リ
ア
を
単
位
に
、
民
間
が
主
体
と
な
っ

て
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
経
営
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
を
積
極
的
に
行
う
「
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

」
の
考
え
方
や
特
定
の
エ
リ
ア
で
同
時
多
発
的
に
起
こ
る
広
義
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
場
所
に
新
し
い
意
味
を
付
与
す
る
活
動
）
が
、
地
域
全
体
の
価
値
を
引

き
上
げ
て
い
く
「
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
概
念
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

本
事
業
で
は
、
最
初
か
ら
そ
れ
ら
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
も
の

の
、
複
数
の
事
業
者
（
ま
ち
づ
く
り
プ
レ
イ
ヤ
ー
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
（
農
作
物
・

観
光
資
源
・
体
験
価
値
）
を
活
用
し
た
事
業
づ
く
り
を
パ
ラ
レ
ル
に
進
め
、
先
述
し
た

共
通
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
地
域
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
/
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
地
域
活
性
化
の
事
例
に

な
り
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。

令
和

3、
4年

度
の
発
表
会
の
内
容
は

特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

（
h
tt
ps
:/
/i
iy
am
ag
oo
db
us
in
es
s
.n
et
/c
at
eg
or
y/
id
ea
/
）
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デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
（
地
方
創
生
推
進
タ
イ
プ
）
活
用
事
業
（
R
2～
R
4）
【
K
P
I】

信
越
自
然
郷
に
お
け
る
自
転
車
活
用
推
進
事
業

N
o

K
P
I設
定
値

単
位

（
基
準
）

R
2

R
3

R
4

R
4

達
成
率

（
％
）

R
4

評
価

総
括

千
円

29
,5
26

14
,5
32

14
,1
76

千
円

14
,7
63

7,
26
6

7,
08
8

増
加
分

2,
04
5

1,
00
0

50
0

60
0

累
計

3,
04
5

3,
54
5

4,
14
5

増
加
分

2,
04
5

-1
,4
30

-4
59

64
2

累
計

61
5

15
6

79
8

増
加
分

42
3

13
13

13

累
計

43
6

44
9

46
2

増
加
分

42
3

-1
23

-5
2

83

累
計

30
0

24
8

33
1

増
加
分

56
7

34
18

18

累
計

60
1

61
9

63
7

増
加
分

56
7

-2
86

80
16
8

累
計

28
1

36
1

52
9

人
／ 日

目
標
値

交
付
対
象
事
業
費

交
付
申
請
額

 
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

20
20
年
に
実
施
を
予
定
し

て
い
た
「
欧
米
豪
サ
イ
ク

ル
ツ
ア
ー
企
画
有
識
者
の

エ
リ
ア
調
査
」
等
の
事
業

を
20
22
年
に
実
施
す
る
な

ど
当
初
計
画
の
変
更
を
行

い
、
K
P
Iの
数
値
に
お
い

て
も
目
標
値
を
下
回
る
結

果
と
な
っ
た
が
、
受
入
環

境
の
整
備
等
積
極
的
に
行

い
、
20
23
年
に
は
海
外
か

ら
の
⾧
期
サ
イ
ク
ル
ツ

ア
ー
や
、
JR
飯
山
線
と
連

携
し
た
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ

ン
の
試
行
運
用
も
実
施
予

定
と
な
る
な
ど
、
交
流
人

口
増
加
に
向
け
た
今
後
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
と

な
っ
た
。

 
実
績
値

目
標
値

 
実
績
値

目
標
値

 
実
績
値

19
.3

71
.6

○

83
.0

×

②
観
光
消
費
額

億
円

／
年

①
広
域
旅
行
企
画
商

品
延
宿
泊
数

人
泊

／
年

○
③

新
幹
線
飯
山
駅
乗

車
数

7



R2
-R
4 
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
（
地
方
創
生
推
進
タ
イ
プ
）

　「
信

越
自

然
郷

に
お

け
る

自
転

車
活

用
推

進
事

業
」　

概
要

計
画

区
域

信
越

９
市

町
村

（
飯
山
市
 中

野
市

 妙
高

市
 山

ノ
内

町
 信

濃
町

 飯
綱

町
 木

島
平

村
 野

沢
温

泉
村

 栄
村

）

計
画

概
要

 
信

越
自

然
郷

エ
リ

ア
に

お
け

る
世

界
水

準
の

滞
在

型
観

光
地

化
を

目
指

し
、

自
転

車
を

活
用

し
た

観

光
地

域
づ

く
り

の
た

め
の

「
信

越
9
市

町
村

広
域

観
光

連
携

会
議

」
と

「
地

域
連

携
Ｄ

Ｍ
Ｏ

（
一

社
）

信
州

い
い

や
ま

観
光

局
」

が
一

体
と

な
っ

た
推

進
体

制
の

強
化

、
保

養
・

獲
得

型
旅

行
商

品
の

企
画

造

成
と

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
、

及
び

、
団

体
・

個
人

・
年

齢
・

性
別

・
国

籍
・

身
体

等
に

違
い

を
設

け
な

い

広
義

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

に
対

応
し

た
環

境
整

備
を

実
施

す
る

。

事
業

概
要

①
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

拠
点

運
営

体
制

強
化

　
■

Ｄ
Ｍ

Ｏ
運

営
「

信
越

自
然

郷
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

」
体

制
強

化

②
サ

イ
ク

ル
サ

ポ
ー

ト
車

両
配

備

　
■

ツ
ア

ー
帯

同
用

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

シ
ン

ボ
ル

バ
ス

購
入

③
保

養
獲

得
型

旅
行

商
品

企
画

造
成

　
■

自
転

車
活

用
を

中
心

と
し

た
旅

行
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
造

成

④
サ

イ
ク

ル
ツ

ア
ー

有
識

者
招

聘
と

ブ
ラ

ン
ド

力
向

上

　
■

自
転

車
環

境
構

築
調

査

　
■

「
信

越
自

然
郷

」
世

界
発

信
に

向
け

た
講

演
会

⑤
Ｐ

Ｒ
ツ

ー
ル

制
作

負
担

金

⑥
E-

BI
KE

購
入

、
サ

イ
ク

ル
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
設

置
負

担
金

総
事

業
費

68
,8

00
千

円
　《

R2
:3

1,
40

0　
R3

:2
0,

20
0　

R4
:1

7,
20

0》

❶
❶

②

❹

❹❹

❹

❻ ❻

❺
❸

❸
自
活
推
シ
ク
ロ
サ
ミ
ッ
ト
南
魚
沼

ツ
ー
リ
ズ
ム
EX
PO
ジ
ャ
パ
ン

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置

E-
BI
KE
等
購
入

有
識
者
（
bi
cy
cl
e 

AD
VE
NT
UR
ES
）
招
聘
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地
方
創
生
関
係
交
付
金
活
用
事
業
※
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
（
地
方
創
生
拠
点
整
備
タ
イ
プ
）
活
用
事
業
（
R4
～
R8
）
【
KP
I】

◎
総
合
戦
略
の
推
進
に
資
す
る
事
業
を
対
象
と
し
、
事
業
費
の
1/
2が
交
付
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る
事
業

【
活
用
事
業
】

道
の
駅
を
核
と
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
拠
点
施
設
整
備
事
業

【
事
業
概
要
】

N
o

KP
I設
定
値

単
位

（
基
準
）

R4
R5

R6
R7

R8
R4

達
成
率
（
％
）

R4 評
価

千
円

25
7,
85
7

40
6,
10
0

千
円

12
6,
42
8

20
3,
05
0

増
加
分

0
10
0

10
0

10
0

10
0

年
度
計

5,
13
2

5,
13
2

5,
23
2

5,
33
2

5,
43
2

5,
53
2

増
加
分

1,
41
5

年
度
計

5,
13
2

6,
54
7

増
加
分

0
20
,3
00

30
0

30
0

30
0

年
度
計

0
0

20
,3
00

20
,6
00

20
,9
00

21
,2
00

増
加
分

0

年
度
計

0
0

増
加
分

0
5

5
5

5

年
度
計

0
0

5
10

15
20

増
加
分

0

年
度
計

0
0

（
事
業
費
及
び
KP
I等
は
令
和
５
年
３
月
31
日
現
在
）

-

実
績
値

③

本
事
業
で
整
備
し
た
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
拠
点
を
起
終

点
又
は
中
継
点
と
す
る
体

験
メ
ニ
ュ
ー
の
造
成
数

件

目
標
値

   
 -

-

実
績
値

①
飯
山
市
年
間
観
光
地
利
用

者
数

百
人

目
標
値

12
7.
6%

◎

実
績
値

②
本
事
業
で
整
備
し
た
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
拠
点
の
年
間

来
場
者
数

人

目
標
値

   
 -

 
千
曲
川
沿
い
に
あ
る
立
地
を
活
か
す
た
め
、
道
の
駅
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
拠
点
施
設
を
整
備
し
、
関
係
人
口
及
び
定
住
人
口
を
増
加
さ
せ
る
と
共
に
、
集
客

力
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
次
世
代
に
つ
な
ぐ
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
。
ま
た
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
拠
点
施
設
内
に
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
及
び
ア
ウ
ト
ド
ア
の

関
連
店
舗
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
広
域
観
光
を
契
機
と
し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
実
施
す
る
。

事
業
費

交
付
金
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